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北
海

道
朝

陽
会

日
　
時
　
平
成
七
年
七
月
八
日
（上
）

〈
ム
　
場
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
白
雲
の
問

出
席
者

（敬
称
略
）

池
上
　
義
治

（中
１２
回
）

遠
藤
　
象
三
（中
２‐
回
）

太
出
　
　
泉
（新
２
日
）

多
久
　
誠
五
（新
３
回
）

小
島
　
　
忍
（新
４
回
）

斎
藤
　
　
博
（新
４
＝
）

山
田
　
次
良

（新
４
回
）

一
口
岡
　
浩

一
（新
４
回
）

望
月
　
Ｉ
昭
（新
６
回
）

高
橋
　
要
行
（新
９
回
）

田
端
　
勇
士
（新
１０
回
）

馬
渡
　
俊
輔
（新

‐１７
回
）

吉
村
　
　
正
（新
１７
回
）

古
村
　
桃
子
（新
１７
回
）

山
崎

　
一
彦
（新
１８
同
）

一
口
野
　
悦
雄
（新
豹
回
）

内
田
　
　
誠
（新
２４
回
）

南
　
　
　
聡
（新
２６
回
）

減
田
　
英
作
（新
２７
回
）

山
内
　
弘
美

（新
３６
回
）

楡
　
　
龍
之

（新
４０
回
）

橋
田
　
　
浩
（新
４３
回
）

石
黒
　
尚
樹

（新
４３
回
）
　

　

以
上
二
十
三
名

恒
例
と
な

っ
た
北
海
道
朝
陽
会
も
第
十
二
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
初
参
加
の
方
が
五
名
も

あ
り
、
そ
の
中
の
お

一
人
は

「仕
事
で
ち
ょ
う
ど

札
幌
に
来
た
の
で
」
と
飛
入
り
参
加
、
幹
事
と
し

て
感
激
で
し
た
。
ま
た

「近

い
う
ち
に
札
幌
に
転

居
し
ま
す
の
で
」
と
い
う
お
手
紙
を
下
さ
る
先
■

も

い
て
、
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
ｏ

―
・Ｉ
＝
■
支
部
だ
よ
り

御
″
濡

の
た
び
に
名
講
義
を
聴
か
せ
て
下
さ

て
い
た
大
先
輩
の
井
手
貰
大
会
長
と
、
朝
陽
会

楽
し
み
に
な
さ

つ
て
い
た
益
田
幸
夫
先
輩
が
、
エ

し
い
こ
と
に
、
御
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
＾

朝
陽
会
か
ら
お
花
を
供
え
さ
せ
て
頂
き
、　
一
同
ヽヽ、

冥
福
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
し
た
。

池
上
先
■
の
音
頭
で
乾
杯
の
あ
と
、
こ
れ
も
一

例
の
事
業
年
度
順
の
楽
し
い
日
己
紹
介
と
ス
ピ
・

チ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
朝
陽
会
本
部
，

あ
の
ビ
デ
オ
を
み
な
が
ら
、
ア
ツ
ト
ホ
ー
ム
な
一

囲
気
の
中
、

い
ろ
い
ろ
な
苦
話
や
、
「吹
奏
楽
ｍ

の

一
員
だ

っ
た
の
で
、
今
度
は
楽
器
を
も

つ
て
ヽ

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
話
や
ら
出
て
、
終
始
な
ご
（

か
な
雰
囲
気
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
六
占

健
児
の
歌
を
合
唱
、
記
念
撮
影
を
し
て
散
会

い
え

し
ま
し
た
。

そ
の
後
席
を
移
し
て
の
二
次
会
に
、
ア
フ
リ
¨

帰
り
の
山
内
弘
美
挙
ん
が
現
わ
れ
て
、
お
も
し
，

い
話
を
き
か
せ
て
く
れ
、
最
後
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
‘

乾
杯
を
し
ま
し
た
。

北
海
道
に
在
住

の
方
、
新
た

に
転
人
さ
れ
仁

方
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
入
学
ヽ

れ
た
方
、
大
歓
迎
で
す
。
次
回
は
平
成
八
年
七
日

六
日
´
‥―‐
）
の
夜
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ

事
務
局
　
一Ｔ
Ｏ
六
四
　
札
幌
市
中
央
区
南
十
三
条

西
二
十

一
丁
目
ニ
ー
一
一―
三
〇
二

奮
〇

一
一
―
五
三
二
―
土
〓
五
八

吉
村
正

・
桃
子
金
利
１７
回
）


